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概要

本研究では, 世界の全上場企業の「規模の大きな」財務デー

タに対して探索的データ解析 (Exploratory Data Analysis:

EDA) (Tukey (1977)) を実行することによって新たな知見を

得ることを目的としている.

まず, データとして, Bureau van Dijk (BvD) 社 1) から提

供されるデータベース Osiris から抽出された世界 157 カ国の

全上場企業 (一般事業会社, 上場廃止企業を含む 8 万社超) の

33 年分の財務データ (売上高, 営業利益, 総資産など 84 項目)

を, Unix コマンド (sed, grep など) とデータ解析環境 R を利

用することによって整形し, 近年注目されているクラスター・

コンピューティング・システム Apache SparkTM2) と SparkR

パッケージを用いて R へ読み込んだ.

次に, このデータに対して探索的データ解析を行った. 具体

的には, 2015年に時点を固定し, データ可視化 (data visualiza-

tion) を行った結果として, 売上高, 従業員数, 総資産のそれぞ

の (1 変量) 分布は極度に右に歪んだものであることがわかり,

各ペアの 2変量分布も同様の結果となった. この結果に対して,

対数をとることによって歪みを修正したところ, 若干左に歪ん

でいることが分かった. この知見を利用して, Azzalini (1985),

Azzalini and Capitanio (2014) によって提案された非対称分

布 (非対称正規分, 非対称ティー分布) を売上高の対数に当て

はめたところ, 非対称ティー分布の当てはまりが良いことがわ

かった. この結果から, 売上高を従業員数と総資産によって説

明するためにコブ・ダグラス型生産関数 (Cobb and Douglas

(1928)) を応用し, 両辺の対数をとった, いわゆる両対数モデ

ル (double-log model) を利用して統計モデリング (statistical

modeling) を行ったところ, 誤差項に非対称ティー分布を仮定

したものが回帰診断の結果として最も良いことが分かった. さ

らに, 赤池情報量規準 (Akaike Information Criterion: AIC)

を用いてモデル選択 (model selection) を行い, 交差確認法に

よって評価 (model evaluation) を行った結果も, 上記の結果が

肯定されるものとなった.

本研究のデータ (ファイル) を処理する工程は Unix のシェ

ルスクリプトと R スクリプトで一元管理し, 探索的データ解析

の過程も意味のある結果を文書化する工程は, Sweave を利用し

て LATEX ファイルに R コードを埋め込む形式で動的に生成し

た. さらに, これらの全工程を Makefile にスクリプトを記述

し, Unix の make コマンドにより自動実行することによって,

再現可能研究 (reproducible research) を行うことを試みた.

1) https://www.bvdinfo.com/en-gb/
2) http://spark.apache.org/docs/latest/index.html
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